
● 身体機能�
● 健康�
● 能力�
● 労働の動機付け�
● 労働能力�
● 労働による疲労�
● 失業�

● 身体的、精神的、社会的�
● リソースの開発�
● 健康増進�
● 能力開発�
● 変化への対応�
● 参加�

● 身体機能の改善�
● 健康増進�
● 能力向上�
● 労働能力向上�
● 疲労防止�
● 失業不安の緩和�
● 生活向上�

● 生産性�
● 競争力�
● 病気欠勤�
● 変化に対する柔軟性�
● 労働構成�
● 労働環境�
● 人材確保�

● 年齢管理�
● 個別対策�
● 異なる年齢グループ間の協力�
● 加齢に関連した人間工学�
● 休憩スケジュール�
● フレックスタイム�
● パートタイム労働�
● 実情に合わせた能力�
● トレーニング�

● 総合的生産性の向上�
● 競争力の向上�
● 病気欠勤の低減�
● 管理の改善�
● 能力あるマンパワー�
● イメージ向上�
● 労働能力損失に伴う�
コストの低減�

● 労働と定年退職に�
対する意識�

● 年齢差別�
● 早期定年退職�
● 労働能力損失に伴う�
コスト�

● 定年退職に伴うコスト�
● 健康管理コスト�
● 依存率�

● 意識の改善�
● 年齢差別の排除�
● 年齢中心の労働方針の改善�
● 年齢中心の引退方針の変更�

● 年齢差別の改善�
● 定年退職年齢の引き上げ�
● 離職に伴うコストの低減�
● 健康管理コストの低減�
● 国家経済の改善�
● 福祉の改善�

問題／可能性� 結果／目的�手段／対応策�

個
　
人�

企
　
業�

社
　
会�

図1 加齢と労働のオリエンテーションマトリックス（Ilmarinen（2001a））

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
企
業

戦
略
、雇
用
管
理
を
行
う
こ
と
は
、

現
在
の
日
本
に
お
い
て
は
避
け
て

通
れ
な
い
。
大
量
採
用
層
の
定
年

退
職
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
損
失

や
、
製
造
業
で
特
に
重
要
と
さ
れ

る
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
年
者
へ
の
技

能
伝
承
の
維
持
困
難
・
中
断
等

は
、
企
業
の
経
営
に
直
結
す
る
。

ま
た
、
定
年
後
も
働
き
た
い
と
い

う
労
働
者
の
増
加
や
、
年
金
の
支

給
開
始
年
齢
の
引
上
げ
等
の
社
会

的
な
問
題
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
さ
に
多
く
の
企
業
で

は
、
高
齢
者
の
有
効
活
用
を
は
じ

め
と
し
た
、
エ
イ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
年
齢
を
意
識
し
た
最
適
な
職

場
運
営
）
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
今
回
は
、
ワ
ー

ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
概
念
、
ま
た
そ
の
把
握
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
内
容
を
加
え
て
、
企
業
レ
ベ
ル
で

の
エ
イ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
検
討
す
る
。

高
齢
者
活
用
に
向
け
て
は
、
社
会
（
国
）
・
企

業
・
個
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
の
対
策
が
体
系

的
、
有
機
的
に
進
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
企
業

レ
ベ
ル
で
の
対
策
は
、
社
会
、
個
人
レ
ベ
ル
の
対
策

と
比
べ
て
も
重
要
度
が
高
い
。
法
令
や
社
会
的
レ
ベ

ル
の
環
境
整
備
の
よ
う
に
成
立
ま
で
に
時
間
が
か
か

ら
ず
、
莫
大
な
労
力
や
投
資
を
必
要
と
せ
ず
、
比
較

的
自
由
度
が
高
い
中
で
改
善
案
等
を
検
討
、
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

高
齢
者
の
雇
用
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
で
い
る
フ

最終回 ワークアビリティインデックス（WAI）を用いた
日本の高齢者の就労評価
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は
じ
め
に

企
業
レ
ベ
ル
で
エ
イ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
取
り
組
む
意
義



り
、
加
齢
に
よ
っ
て
減
少
す
る
労
働
適
応
能
力
を
他

要
因
で
補
完
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。し
か
し
、

今
後
、
高
齢
者
の
能
力
の
活
用
を
考
え
る
上
で
は
、

労
働
適
応
能
力
自
体
を
高
め
、
ま
た
加
齢
に
よ
っ
て

低
下
し
な
い
よ
う
に
す
る
高
齢
者
自
身
に
対
す
る
働

き
か
け
も
一
層
必
要
で
あ
る
し
、
職
務
内
容
、
負
荷

等
が
そ
の
能
力
に
影
響
し
て
い
な
い
か
、
職
務
に
対

す
る
検
討
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
企
業
で
検
討
さ
れ
る
高
齢
者
の
活
用
は

多
種
多
様
で
あ
る
が
、
全
て
の
方
策
は
職
務
再
設
計

に
よ
る
適
正
配
置
に
帰

結
す
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
（
図
２
）。

高
齢
者
個
人
の
労
働
適

応
能
力
に
合
わ
せ
た
職

務
が
検
討
さ
れ
る
こ
と

は
、
生
産
性
の
面
か
ら

見
て
も
、
疾
病
予
防
や

健
康
増
進
等
の
産
業
保

健
の
立
場
か
ら
見
て
も

理
想
的
で
あ
る
。
一
般

的
に
適
正
配
置
と
い
え

ば
、
疾
患
の
状
態
に
応

じ
て
負
荷
を
減
ら
す
、

と
い
っ
た
「
不
適
正
な

状
態
を
回
避
す
る
」
行

動
が
中
心
で
あ
っ
た

が
、
高
齢
者
活
用
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
場
合

2010.6 46

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
１
９
９
０
年
代
、
個
人
・
企

業
・
国
レ
ベ
ル
で
の
問
題
や
解
決
手
段
が
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
化
さ
れ
（
図
１
）
、
今
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
、
実
態
に
即
し
た
対
応
が
何
よ

り
有
効
で
あ
る
。

企
業
が
ど
の
よ
う
な
姿
勢
、
方
針
で
エ
イ
ジ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
か
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

今
後
の
社
会
情
勢
等
を
考
え
た
場
合
、
高
齢
者
の
み

に
特
化
し
た
一
時
的
な
対
策
や
、
福
利
厚
生
の
一
環

と
し
て
雇
用
を
開
発
し
た
り
す
る
だ
け
の
限
局
的
な

対
応
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

企
業
は
、
高
齢
者
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
生

産
性
の
増
加
を
図
り
、市
場
で
の
競
争
力
を
高
め
る
、

と
い
っ
た
経
営
学
的
な
視
点
で
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
中
長
期
的
な
視
点
も
考
慮
し
て
、
全
年
齢
層
の

労
働
者
の
活
用
お
よ
び
生
産
性
の
増
加
を
目
標
に
対

策
を
推
進
し
、
結
果
的
に
高
齢
者
の
活
用
に
も
有
利

に
な
る
よ
う
な
方
策
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
。

高
齢
者
の
労
働
適
応
能
力
を
効
果
的
に
活
用
す
る

た
め
の
方
策
は
、
業
種
お
よ
び
職
務
の
内
容
、
年
齢

構
成
、
企
業
の
規
模
や
方
針
等
に
よ
っ
て
変
化
し
、

多
種
多
様
に
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
、
企
業
で
の
高

齢
者
活
用
の
多
く
は
、
労
働
中
の
負
担
の
軽
減
に
重

点
を
置
い
た
環
境
提
供
や
支
援
機
器
の
導
入
で
あ

エ
イ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
①

原
則
は
職
務
再
設
計
に
よ
る
適
正
配
置

対象者� 直接的効果� 間接的効果� 経済効果�

全労働者�
労働意欲向上�
快適労働�

労働生産性�
向上�

利益増加�

感受性者�

適合性�
の追求�

不適正配置�
の回避�

疾病予防�
災害減少�

労働力損失�
の減少�

遺失費用�
の減少�

図3 適正配置の2つの目的（『職場復帰の理論と実際』16頁）より

会
社
全
体
へ
と
改
善�

の
目
を
向
け
る�

そ
し
て�

出
発
点�

職務再設計�

・不具合・負�
　担の最小化�
・安全の確保�
・健康障害の�
　防止�

・技能水準�
　判断シス�
　テムの開�
　発�
・職務給の�
　制定�

・運動プロ�
　グラムの�
　開発�

・生産性の向上�
・健康な職場づくり�

�
・高い経済効率�

職場開発�
組織設計�

仕事を�
人間に�
適応�
させる�

多能工�
化教育�

体力年齢�
の引き下�
げ�

市場も高齢化。�
高齢者による�
高齢者のため�
のユーザーズ�
エンジニアリ�
ング�

一人の�
人間が�
組織に�
与える�
影響�

組織が�
一人の�
人間に�
与える�
影響�

図2 高齢者活用の基本戦略はまず職務再設計から（『職場復帰の理論と実際』139頁より）

企
業
レ
ベ
ル
で
エ
イ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
取
り
組
む
に
は
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究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
有
効
に
評
価
で
き
る
ツ
ー

ル
等
の
開
発
は
未
だ
な
い
。
こ
こ
で
、
高
齢
者
活
用

の
研
究
が
進
ん
で
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
発
さ
れ

た
、
ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
以
下

「
Ｗ
Ａ
Ｉ
」）
を
紹
介
す
る
。

労
働
者
個
々
の
ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
（
労
働
適
応

能
力
）
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
す
る
方
法
と
し
て
、

Ｗ
Ａ
Ｉ
が
あ
げ
ら
れ
る
。ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、

職
務
を
遂
行
す
る
能
力
全
体
を
捉
え
た
概
念
で
あ

り
、
健
康
や
ス
キ
ル
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
な
る

人
的
資
源
に
関
わ
る
部
分
と
、
職
務
の
環
境
の
部
分

の
両
方
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
前
述
の
労
働
適
応
能
力

を
よ
り
体
系
的
に
表
現
し
た
も
の
で
、
単
純
な
成
績

等
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

Ｗ
Ａ
Ｉ
は
、１
９
８
１
年
、
Ｆ
Ｉ
Ｏ
Ｈ
（F

in
n
ish

Institute
of

O
ccupational

H
ealth

）
で
確
立
さ

れ
た
、
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
ワ
ー
ク
ア

ビ
リ
テ
ィ
を
評
価
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
法
で
あ
る
（
図

４
）。
労
働
者
は
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
等
の
質
問

に
従
い
、ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
自
己
評
価
を
行
う
。

Ｗ
Ａ
Ｉ
は
、
最
良
の
時
と
比
較
し
た
現
在
の
労
働

適
応
能
力
、
現
在
要
求
さ
れ
て
い
る
負
荷
と
自
身
の

労
働
適
応
能
力
の
バ
ラ
ン
ス
、
医
師
に
よ
っ
て
診
断

さ
れ
て
い
る
疾
患
の
数
、
疾
患
が
仕
事
に
与
え
る
影

響
、
過
去
12
か
月
の
勤
務
状
況
、
２
年
後
の
労
働
適

は
、
図
３
の
よ
う
に
、
適
合
性
を
追
求
す
る
視
点
も

加
味
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

職
務
を
検
討
し
、適
正
に
配
置
す
る
前
提
と
し
て
、

高
齢
者
の
労
働
適
応
能
力
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
れ

ば
い
い
の
か
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

加
齢
に
よ
る
身
体
・
精
神
面
の
変
化
は
、
様
々
な

研
究
に
よ
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
視
覚
機
能
を
は

じ
め
と
し
た
感
覚
機
能
は
低
下
す
る
、
下
肢
か
ら
体

幹
、
そ
し
て
上
肢
へ
と
筋
力
は
順
に
低
下
す
る
、
記

憶
能
力
を
中
心
と
し
た
流
動
的
な
精
神
性
能
力
は
低

下
す
る
一
方
で
、
経
験
等
に
基
づ
き
総
合
的
に
判
断

す
る
結
晶
的
な
精
神
性
能
力
は
比
較
的
保
た
れ
る

等
、
で
あ
る
。

し
か
し
、
高
齢
者
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
変
化
の

個
人
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
な

加
齢
に
よ
る
現
象
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
（
も
ち

ろ
ん
そ
れ
も
重
要
で
あ
る
が
）
適
正
配
置
は
行
え
な

い
。
高
齢
者
の
活
用
に
お
い
て
は
、
個
人
差
の
大
き

い
労
働
適
応
能
力
に
対
す
る
適
切
な
対
応
が
適
正
配

置
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
能
力
を
正
確

に
評
価
す
る
こ
と
は
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ

る
。労

働
適
応
能
力
は
、
非
常
に
多
く
の
要
因
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
る
の
で
、
そ
れ
を
端
的
に
計
測
す
る

こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
国
内
で
も
多
く
の
研

応
能
力
の
予
見
、
精
神
的
充
足
度
の
７
項
目
で
構
成

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
点
数
化
、
合
計
で
７
〜
47
点
と

い
う
結
果
で
ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
が
表
現
さ
れ
る
。

Ｗ
Ａ
Ｉ
は
、
現
在
海
外
で
も
翻
訳
さ
れ
、
国
の
相

違
を
超
え
た
労
働
適
応
能
力
診
断
チ
ェ
ッ
ク
の
ツ
ー

ル
の
規
範
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
労
働
者
個
人

の
有
酸
素
運
動
能
力
や
筋
力
と
も
相
関
す
る
研
究

や
、
職
務
上
の
身
体
運
動
能
力
と
の
関
連
、
ま
た
、

そ
の
後
の
追
跡
調
査
に
よ
り
、
評
価
時
以
降
の
健
康

上
の
障
害
発
生
や
労
働
障
害
年
金
の
受
給
等
と
も
よ

く
相
関
し
、
将
来
に
お
け
る
予
測
に
も
使
用
で
き
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

Ｗ
Ａ
Ｉ
を
用
い
る
こ
と
で
、
ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
よ
り
信
頼
性
の
高
い
評
価
が
で
き
れ
ば
、

企
業
は
点
数
に
応
じ
て
（
評
価
が
高
い
場
合
も
含
め

て
）
ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
た
め
の
対
策
を

よ
り
具
体
的
に
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
な
対
象
に
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
項
目
が
ワ
ー
ク

ア
ビ
リ
テ
ィ
に
影
響
を
与
え
、
ど
の
項
目
を
改
善
す

れ
ば
ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
が
高
い
状
態
を
維
持
で
き

る
か
の
判
断
は
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
専
門
的
知

識
を
発
揮
す
る
場
面
で
も
あ
る
。

例
え
ば
、
労
働
者
の
Ｗ
Ａ
Ｉ
点
数
が
高
い
と
判
断

さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
高
い
ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
を

維
持
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ
り
、
点
数
を
低

エ
イ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
②

職
務
再
設
計
す
る
た
め
に

ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
は

Ｗ
Ａ
Ｉ
の
個
別
有
効
活
用



は
、
健
康
状
態
の
悪
化
や
労
働
環
境
中
に
改
善
で
き

る
有
害
要
因
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
職
務
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や

勤
務
形
態
の
変
更
等
の
個
別
に
応
じ
た
検
討
や
、
組

織
全
体
に
わ
た
る
大
き
な
対
策
等
が
必
要
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

下
さ
せ
る
よ
う
な
労
働
や
生
活
習
慣
の
負
の
要
因
を

検
討
し
、
そ
れ
を
防
ぐ
指
導
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
が
高
く
維
持
さ

れ
て
い
る
要
因
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
他
の
労
働
者

へ
の
良
い
指
導
材
料
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

逆
に
、
Ｗ
Ａ
Ｉ
点
数
が
低
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合

ま
た
、
適
切
な
間
隔
で
Ｗ
Ａ
Ｉ
を
施
行
す
る
こ
と

も
労
働
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
い
う
面
で
は
重
要

で
あ
る
。
前
回
結
果
と
の
比
較
に
よ
り
、
改
善
策
が

適
切
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
検
討
も
で
き
る
。
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あなたの考えと一番合うと思われるものを選択してください。�

あなたが一番合うと思われるものを選択してください。�

あなたの疾患やケガは現在の仕事の障害になりますか？�

あなたの現在の病気、障害で医師により診断されているものを選択してください�

これまで働いてきた中で、最もよい時を10点とすると現在のあなたの労働能�

力は何点くらいですか？（0点はまったく働けないことを意味します。）�
◯�10◯�1 ◯�2 ◯�3 ◯�4 ◯�5 ◯�6 ◯�7 ◯�8 ◯�9 点�◯�0

現在の仕事に、あなたの筋力、体力でどの程度応えられていると思いますか？�
○十分に応えている�

○あまり応えていない�

○なし�

○繰り返しを伴う上背部・頸椎の痛み�

○坐骨神経痛など、下肢に放散する痛み�

○関節リウマチ�

○なし�

○呼吸器系の感染の繰り返し（扁桃腺炎、急性副鼻腔炎、急性気管支炎を含む）�

○慢性気管支炎　　　　○慢性副鼻腔炎　　　○気管支喘息�

○肺気腫　　　　　　  ○肺結核　　　　　○ほかの呼吸器疾患�

○なし�

○胆石症または胆のう炎　　　　　　 ○肝臓または膵臓の疾患�

○胃または十二指腸潰瘍　　　　　　 ○胃または十二指腸の炎症�

○大腸の痛み、炎症　　　　  ○ほかの消化器系疾患�

○なし�

○尿路感染症　　　　　　　○腎臓疾患�

○生殖器疾患（女性の骨盤内臓器の疾患、男性の生殖器の疾患など）　　 ○ほかの泌尿器・生殖器系疾患�

○なし�

○肥満（医師に減量を指導されたことがある）　　  ○糖尿病　　　　○甲状腺腫瘍またはほかの甲状腺の疾患�

○ほかの内分泌系疾患（ホルモンの異常、栄養の異常、代謝の異常など）�

○障害はない、または病気がない�

○仕事は可能だが、ときどき症状が出現する�

○ときどき仕事のペースを落としたり仕事の方法を変えたりしなければならない�

○しばしば仕事のペースを落としたり仕事の方法を変えたりしなければならない�

○疾患のため、限られた時間しか（例：半日）働けない�

○働くことはできないと思う�

過去12ヶ月の間に、病気のために合計何日間休みましたか？（経過観察�

のための受診を含む。また年次休暇で休んだ日数も加えてください。）�

○まったくない�

○25～99日間�

○そうは思わない　   ○確かではない　   ○かなり確かに出来ると思う�

○いつも�

○まあまれに�

○ほとんどいつも�

○全くない�

○ときどき�

○いつも�

○まあまれに�

○ほとんどいつも�

○全くない�

○ときどき�

○いつも�

○まあまれに�

○ほとんどいつも�

○全くない�

○ときどき�

○9日間以内�

○100～365日間�

○10～24日間�

現在の健康状態から考えて、2年後、現在の仕事は可能と思いますか？�

（定年による退職や、健康状態以外の理由は含まない）�

最近、勤務も含めて日常生活を楽しむことが出来ますか？�

最近、勤務も含めて生活が積極的で生き生きとしていますか？�

最近、将来に希望を持っていますか？�

○なし　　　　　　　　　○良性腫瘍　　　　　　○悪性腫瘍（癌など）�

○なし　　　　　　　　  ○貧血　　　　　　　　　   ○ほかの血液疾患�

○なし　　　　　　　　　 ○奇形・染色体の異常など�

○なし　　　　　　　　　 ○今までのアンケートで出てこなかった疾患�

○なし　　　　　  ○アレルギー性の発疹および湿疹（アトピー性皮膚炎・接触性皮膚炎を含む）�

○ほかの発疹　　 ○ほかの皮膚疾患�

○なし�

○高血圧症　　　　　  ○冠動脈疾患、狭心症などの運動時の胸痛�

○心筋梗塞　　　　　　○心不全　　　　○ほかの循環器系疾患�

○なし�

○うつ病などの精神疾患�

○軽度の精神健康上の問題（軽いうつ状態、緊張、不安、不眠など）�

○なし�

○聴力障害　　　　　  ○視覚・視野の障害（近視・乱視・遠視・老眼は除く）�

○神経疾患（脳卒中、神経痛、偏頭痛、てんかんなど）　　　　　  ○ほかの神経・感覚器系の疾患（鼻・舌・皮膚など）�

○なし�

○背中・腰�

�

○腕/手�

�

○脚/足�

�

○ほかの部位�

�

○繰り返しを伴う腰背部の痛み�

○繰り返しを伴う四肢（手・足）の痛み�

○ほかの筋肉・骨の疾患�

○まあまあ応えている�

○ほとんど応えていない�

○普通�

○十分に応えている�

○あまり応えていない�

○まあまあ応えている�

○ほとんど応えていない�

○普通�
現在の仕事に、あなたの精神的能力でどの程度応えられていると思いますか？�

事故による損傷�

筋骨格系疾患�

循環器系疾患�

呼吸器系疾患�

精神障害�

神経、感覚器系の疾患�

消化器系疾患�

泌尿器・生殖器系疾患�

皮膚疾患�

内分泌、代謝疾患�

血液疾患�

その他�

先天性（生まれつきの）疾患�

腫  瘍�

図4 WAI（WAIのお問い合わせに関しては、産業医科大学産業生態科学研究所人間工学研究室へ）
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ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
開
発
は
４
つ
の
側
面
か
ら
な

り
、
全
て
が
効
果
的
に
推
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

結
果
と
し
て
、
労
働
の
質
や
生
産
性
の
向
上
は
も
と

よ
り
、
個
人
の
生
活
や
健
康
（
定
年
後
の
生
活
も
）

に
も
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
。
４
つ

の
側
面
に
つ
い
て
、
企
業
で
取
り
組
む
べ
き
参
考
例

を
示
す
。

①
健
康
・
身
体
機
能

生
活
習
慣
病
を
は
じ
め
と
す
る
慢
性
疾
患
は
加
齢

と
と
も
に
増
加
す
る
が
、
個
人
に
よ
り
程
度
に
差
が

あ
り
、
必
要
な
調
整
レ
ベ
ル
も
異
な
る
。
産
業
保
健

ス
タ
ッ
フ
が
率
先
し

て
、
作
業
内
容
や
方
法

に
つ
い
て
個
別
の
調
整

を
指
導
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
健

康
を
増
進
す
る
こ
と

は
、
高
齢
者
に
と
っ
て

ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
の

低
下
を
予
防
す
る
た
め

の
有
効
な
措
置
で
あ

る
。
身
体
面
、
精
神
面
、

社
会
面
に
お
い
て
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
活
動
的

に
す
る
こ
と
は
、
身
体

機
能
の
早
期
低
下
を
防

ぐ
意
味
で
も
望
ま
し

い
。

②
身
体
的
労
働
環
境
に

対
す
る
調
整

身
体
機
能
の
変
化
、
能
力
個
人
差
の
拡
大
、
疲
労

回
復
能
力
の
低
下
等
の
理
由
か
ら
、
高
齢
者
が
自
己

の
労
働
内
容
を
調
整
で
き
る
よ
う
な
環
境
が
望
ま
し

い
。
具
体
的
内
容
と
し
て
、
適
切
な
作
業
方
法
や
作

業
速
度
、
休
憩
時
間
の
設
定
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
中

で
も
、
疲
労
回
復
に
要
す
る
時
間
は
実
作
業
に
直
結

す
る
の
で
、
休
憩
時
間
を
調
整
で
き
る
こ
と
は
、
非

常
に
重
要
と
さ
れ
る
。

③
心
理
社
会
的
労
働
環
境
に
対
す
る
調
整

管
理
者
に
対
す
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
高
齢
者

を
活
用
す
る
う
え
で
必
要
な
情
報
を
、
職
長
、
監
督

者
、
ラ
イ
ン
管
理
者
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
レ
ベ
ル

に
対
し
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

④
職
業
的
能
力

新
た
な
知
識
の
吸
収
は
必
要
だ
が
、
高
齢
者
の
学

習
方
法
は
若
年
者
の
そ
れ
と
は
様
々
な
面
で
異
な
る

こ
と
に
留
意
す
る
。
経
験
の
果
た
す
役
割
を
重
視
す

る
た
め
に
は
、
既
存
の
知
識
に
関
連
さ
せ
た
教
育
方

針
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
機
械
的
な
外
部
記
憶
能

力
は
低
下
す
る
が
、
結
合
記
憶
に
よ
っ
て
補
う
こ
と

が
で
き
る
。

企
業
レ
ベ
ル
で
の
高
齢
者
活
用
に
、
正
確
な
労
働

適
応
能
力
の
把
握
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
一

助
と
な
る
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｗ
Ａ
Ｉ
を
紹
介
し
た
。

個
別
の
Ｗ
Ａ
Ｉ
の
デ
ー
タ
が
集
積
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
情
報
を
も
と
に
、
労
働
集
団
を
対
象
と
し
た
組
織

的
対
応
の
検
討
が
可
能
と
な
る
。
組
織
的
な
対
応
の

中
心
は
、
ワ
ー
ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
開
発
、
つ
ま
り
労

働
適
応
能
力
の
底
上
げ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
図
５

は
、
前
述
の
Ｆ
Ｉ
Ｏ
Ｈ
（F

in
n
ish

In
stitu

te
of

O
ccu

p
ation

al
H
ealth

）
で
作
成
さ
れ
た
、
ワ
ー

ク
ア
ビ
リ
テ
ィ
開
発
の
概
念
で
あ
る
。

ま
と
め

Ｗ
Ａ
Ｉ
の
組
織
的
有
効
活
用

良好な生産性と労働の質�

良好な労働能力、健康、能力�

健康的な定年退職、�
意味深く幸福で生産的な�

退職後の人生�

良好な生活と健康状態�

健康�
身体機能�

身体的�
労働環境に�
対する調整�

心理社会的�
労働環境に�
対する調整�

職業的�
能力�

45歳以上の�
労働能力の開発�

図5 ワークアビリティ開発の概念（Ilmarinen（2001a））
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